
算数科学習指導案

実施期間 平成21年10月26日(月) ～ 11月13日(金)

実施場所 協力校 実施学年 第６学年

授 業 者 大竹 一夫

１ 単元名 形が同じで大きさがちがう図形を調べよう

２ 考察（略）

(１)児童の実態（略）

(２)教材観（略）

(３)教材の系統（略）

(４)指導方針

○ 生活をしていく中で学習したことを生かしていく意識をもたせるために，日常生活の中にある様々な

事象を取り上げ，学習内容との関連を図っていく。

○ 身の回りにある様々な形を見付け，それを紹介する際には，コンピュータを用いて図形の抽象化を行

う。

○ 図形の意味や性質を見付ける活動を行う際，一人一人が意欲的に取り組み，自分の考えを表現するこ

とができるようにするために，考える時間や場を保障する。

○ 机間指導を行い，図形の辺や角などに着目することができない児童に対して，着目点について助言す

る。また，周りの友だちと相談してもよいことを伝える。

○ 一人一人が自分の考えを周りに伝えることができるように，３名ないし４名のグループを形成して話

合い活動を行う。

○ 児童が筋道を立てて考えることができるように，思考の過程を予想し，それに沿ってまとめることが

できるプリントを用意する。

○ 教師が課題を提示する，自分の考えやグループで話し合った内容をクラス全体に発表する，自分の作

品を紹介するなどを行う際，視覚的により分かりやすく説明したり発表したりできるようにアニメーシ

ョンと実物投影機を用いる。

○ 友だちの発表を聞くときには，自分の考えと比較し，相違点を考えながら聞くように促す。

○ 一人一人が正確に作図をすることができているか確認したり支援したりするために，アニメーション

を用いて作図方法を提示する。また同時に，視覚的な理解を促す。

○ 作図方法が分からなくなった児童に対して，アニメーションで作図方法をいつでも確認することがで

きる場を設定する。

○ 文字や図形をかき込むことができるスクリーンを用意し，画像に直接かき込むことにより，視覚的な

理解を促す。

○ 正確に作図を行うよさや必要性についての理解を促すため，学習の中で，身の回りにある図形を多く

取り上げる。

○ 縮尺の意味と表し方の理解を図る際には，実際に歩いた遠足コースの地図を用いてその距離を予想さ

せることにより，縮尺で表すよさを実感させる。

○ 自宅の部屋の縮図や国旗の拡大図をかく活動を取り入れ，学習したことがこれからの生活の中で生か

すことができることへの意識をもたせる。

○ 国旗の拡大図をかく活動を行う際には，総合的な学習の時間と関連させ，現在調べ学習を進めている

国についての国旗を選択させて，意識を高める。



３ 目標及び評価規準

(１)目標

○ 拡大図・縮図の概念に気付くと共に，数学的な考え方や表現する力を高めることができる。

(２)評価規準

○ 図形の構成要素に着目したり既習の図形の概念を基にしたりして，拡大図・縮図の性質を調べ，それ

を様々な形と関連付けて考えようとしている。（関心・意欲・態度）

○ 既習の図形の概念を基に，拡大図・縮図の性質に気付いたり，それを活用して考えたりすることがで

きる。（数学的な考え方）

○ 拡大図・縮図の性質や作図方法を説明することができる。（表現・処理）

○ 拡大図・縮図の性質を基に，対応する辺の長さや角の大きさを求めたり，拡大図・縮図をかいたりす

ることができる。（表現・処理）

○ 拡大図・縮図では，対応する辺の長さの比や角の大きさが等しいことを理解する。（知識・理解）

４ 指導計画（全12時間）

過 時 ○ ねらい 評価項目(評価方法)
○ 支援及び指導上の留意点 関心･意欲･態度…○関 表現･処理…○表程 間 ◇ 学習活動(算数的活動) 数学的な考え方…○考 知識･理解…○知

１ ○日常生活の中にあるものを模した絵 ○気付いたことを自分の言葉でまと ○考日常の中で見られる絵から，拡
から，拡大・縮小された形を探すこと ● める時間を十分に確保した後，その 大・縮小された形を探し，気付い
ができる。 考えを周りに伝えることができるよ たことをまとめることができる。
◇拡大・縮小について，感じ取ったこ うに３～４名のグループを編成し， (プリント・観察・発言)

つ とや考えたことを表現し，話し合う。 話合いを行う。
か
む ２ ○拡大図・縮図の意味を理解すること ○拡大・縮小の意味を理解するた ○知拡大図・縮図の意味について理

ができる。 ● め，アニメーションを用いて視覚的 解している。
◇前時での話合いを想起しながら，方 に提示し，図形に対する感覚を豊か (観察・プリント)
眼を用いて拡大図・縮図をかく。 にする。

３ ○身の回りにある様々な形の中から拡 ○グループごとに円，長方形，正方 ○関進んで身の回りにある図形を見
大図・縮図を見付けることができる。 形などの図形を探し，デジタルカメ 付けている。(観察)
◇学習した図形と見付けた形につい ラで撮影して周りに広めることによ ○考前時に習得したことを基に，拡
て，意味や性質に関連させながら，気 り，身の回りにある形を図形として 大図，縮図の性質について気付い
付いたことを表現する。 とらえることができるようにする。 たことをまとめることができる。

(プリント)

４ ○拡大図・縮図の性質について気付く ○自力解決の時間を十分に確保した ○考辺の長さ，角の大きさに着目し，
ことができる。 後，グループによる話合い活動を行 拡大図・縮図の性質についてまと
◇対応する辺の長さや角の大きさを比 い，性質についての理解を図るよう めることができる。
べ，性質について話し合う。 にする。 (プリント・観察・発言)

追
究 ５ ○拡大図・縮図を作図し，作図方法に ○作図方法について十分に思考した ○考自分が作図した際の方法につい
す ついて順序立ててまとめることができ ● 後，グループ及びクラス全体での話 てまとめることができる。
る る。 合い活動を行い，作図方法について (プリント・観察・発言)

◇作図方法について辺や角に着目しな の考えを定着させるようにする。
がら考え，表現する。

６ ○辺の長さや角の大きさに着目した作 ○アニメーションを用いて，三角形 ○表３つの決定条件に即した作図方
図方法を用いて，拡大図をかくことが ● の３つの決定条件を利用しながら， 法で作図をすることができる。
できる。 作図方法の定着を図るようにする。 ○表作図方法を順序立てて表すこと
◇三角形の３つの決定条件を利用しな ができる。 (プリント)
がら拡大図・縮図の作図を行う。

７ ○１つの点を中心とした作図方法を用 ○アニメーションを用いて，１つの ○表自分が考えた作図方法と比較し
いて拡大図をかくことができる。 ● 点を中心とした作図方法の定着を図 ながら考えることができる。
◇１つの点を中心とした作図方法につ るようにする。 ○表１つの点を中心とした作図方法
いて話合い，作図を行う。 で作図をすることができる。

(プリント)

８ ○縮尺の意味とその表し方を理解する ○既習事項を想起させながら，実際 ○知縮尺の意味をその表し方につい
つ ことができる。 の長さを求めるよう声掛けをすると て理解している。
か ◇身近な縮図を基に，実際の長さを求 共に，縮尺の意味とその表し方の定 (観察・プリント)
む める。 着を図るようにする。

９ ○縮尺を活用して，実際の長さを求め ○遠足コースの地図を提示し，実際 ○考地図を用いて，縮尺を活用する
追 ることができる。 ● に歩いた体験を想起させながら，縮 ことができる。
究 ◇地図を基に距離を求め，縮尺を活用 尺の活用を促す。 (観察・プリント)
す する。
る

10 ○縮図を利用して測量をすることがで ○課題にある図を測っただけでは実 ○考縮図を利用して測量するよさに
きる。 ● 際の長さを求めることができないも 気付くことができる。
◇縮尺を活用して作図をした後，実際 のを提示し，縮図をかいて計測する (観察・プリント)
の長さを求める。 ことのよさに気付くように促す。

11 ○既習事項を活用して，自宅の部屋の ○自宅の部屋の縮図をかくことで， ○考実際の長さから，縮尺を求める
ま 縮図をかくことができる。 ● 日常生活との関連を図り，縮図のよ ことができる。(観察・プリント)
と ◇自宅で自分が一番長く過ごしている さに気付くように促す。 ○表部屋の縮図を正確にかくことが
め 部屋の縮図をかき，紹介し合う。 できる。(プリント)
る

12 ○既習事項を活用して，世界の国々の ○自分で選択した世界の国々の国旗 ○考縦横比を考えながら作図をする
国旗をかくことができる。 ● の縮図をかくことで，日常生活との ことができる。(観察)
◇拡大した国旗を正確にかき，紹介し 関連を図り，拡大図で表すよさに気 ○表 国旗を正確にかくことができ
合う。 付くように促す。 る。(プリント)
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６ 本時の学習

(１)本時の展開(１／１２時間目)

ねらい 日常生活の中にあるものを模した絵から，拡大・縮小された形を探すことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 さとしくんの部屋の中から同じ形を探そう ３

○プリントを配付すると共に，スクリーンに画像を提

示しながら，同じ形とはどういうものかを確認する。

○絵の中から，同じ ○形に着目するように促す。 ○考 日常の中で見られ

形を探す。 ○同じ形を見付ける際に，自力解決をするための十分 ７ る絵から，拡大・縮

な時間を確保する。 小された形を探し，

○三角定規，分度器等を用いてよいことを伝える。 気付いたことをまと

○見付けられた児童に対して，どのような点に注意を めることができる。

しながら見付けたか，自分の言葉で表現するように促 (プリント・観察・発言)

す。

○見付けることができない児童に対して，前単元で学

習した比の利用を想起させるような声掛けをしたり，

一緒に考えたりする。

○次の活動でグループでの話合いを行うことを知らせ

る。

○気付いたことを話 ○近くの友だちと３～４名のグループを形成させ，自

し合う。 分の考えを友だちに分かりやすく説明するよう促す。 10

○自分の考えを話すことができない児童に対しては，

友だちの意見をしっかり聞き，それを基に自分の考え

をもつように伝える。

○グループで話し合 ○グループごとに発表者を決め，実物投影機やアニメ

ったことを発表し合 ーションを用いて発表するように促す。 ７

う。 ○発表を聞く際には，自分の考えと比較しながら聞く

ように促す。

○同じ形を確認する。 ○アニメーション「部屋の中から同じ形を見付けよう」

を用いて，さとしくんの部屋の中にある同じ形同士を ８

抽象化し，視覚的に確認すると共に，次時からの拡大

・縮小につなげていく。

○自分の考えをもつ。 ○同じ形とはどういうものであるかということを，自

力解決をしたり，グループで話し合ったりしたことを ５

基に，自分の言葉でまとめるよう促す。

○まとめることができない児童に対しては，本時で感

じたことを想起し，どんな些細なことでもよいことを

伝える。

○意図的指名を行い，クラス全体で同じ形とはどのよ

うなものであるのかを確認する。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ５

るよう声掛けをする。



(２)本時の展開(２／１２時間目)

ねらい 拡大図・縮図の意味を理解することができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 同じ形を見つけたりかいたりしよう ３

○スクリーンに画像を提示し，同じ形とはどういうも

のであるのか，前時と比較しながら自分の考えをもつ

ように促す。

○三角形の中から， ○同じ形の三角形を見付ける際に，自力解決をするた

同じ形の三角形を探 めの時間を十分に確保する。 ５

す。 ○見付けられた児童に対して，どのような点に注意を

しながら見付けたか，自分の言葉で表現するように促

す。

○見付けることができない児童に対して，方眼の数に

着目するように声掛けをする。

○アニメーション「同じ形見つけた」を用いて，同じ

形の三角形を確認する。

○拡大・縮小の意味 ○アニメーション「同じ形見つけた」を用いて，２倍 ○知 拡大図・縮図の意

を知る。 の拡大図，１.５倍の拡大図， の縮図について説明 12 味について理解して

し，拡大図・縮図の定義を理解させるようにする。 いる。

○アニメーションを提示したスクリーン上に直接かき (観察・プリント)

込みながら，視覚的に確認していく。

○図での理解を図ると共に，拡大・縮小の定義を文章

化して確実に理解させるようにする。

○方眼を用いて，拡 ○最初に，方眼上にかかれている三角形の３倍の拡大

大図・縮図をかく。 図， の縮図を実際に作図した後，アニメーション 20

「同じ形って？」を用いて，縦横等比率であることを

確認する。

○作図を行う際，三角定規，コンパス等を用いて，正

確にかくように促す。

○縦のみ，または横のみを３倍したアニメーションも

提示し，形が違ってしまうことを確認する。

○方眼上にかかれている長方形，四角形，複合図形，

円の３倍の拡大図， の縮図を作図することにより，

拡大・縮小の意味の定着を図る。

○縦横等比率で作図することができない児童に対して

は，方眼の数をしっかりと数えてかくように声掛けを

する。

○どのようなことに注意をして作図をしたか，まとめ

る時間を確保する。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ５

るよう声掛けをする。
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(３)本時の展開(３／１２時間目)

ねらい 身の回りにある様々な形の中から拡大図・縮図を見付けることができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 身の回りから同じ形を見つけてみよう

５

○プリントを配付し，本時の活動について説明，確認

をする。

○６グループを形成し，各グループごとにデジタルカ

メラを配付する。

○正方形や長方形，円などをグループごとに選択し，

それらの図形が拡大・縮小されている形のものを学校

内から見付け，グループごとにデジタルカメラで撮影

してくることを伝える。

○選択した図形の拡大・縮小されたものはもちろんの

こと，お互いが拡大・縮小の関係であるものも撮影し

てくることを伝える。

○校舎内外のどちらでもよいこととする。

○必ずグループごとに活動することを徹底する。

○見付けてきたものについて，発表を行うことを伝え，

形について説明できる心構えをもたせておく。

○学校内から拡大・ ○教師は，学校内を巡り，迷っているグループと合流 ○関 進んで身の回りに

縮小の関係にある形 して，見付ける視点についての支援を行う。 ある図形を見付けて

を見付ける。 ○授業中に学校内を回るので，他の学年に対して協力 15 いる。 (観察)

の要請をしておく。

○見付けてきたもの ○探してきた形についてまとめる際，自分の言葉で書 ○考 前時に習得したこ

をプリントにまと くように指示する。 ７ とを基に，拡大図，

め，グループで話し ○グループ全員が書き終わった後，その中で互いに発 縮図の性質について

合う。 表し合い，意見を共有し合うようにする。 気付いたことをまと

○グループで話し合った内容をまとめ，次の活動で発 めることができる。

表することを伝えておく。 (プリント)

○教師は，その間に画像をコンピュータに取り込み，

発表への準備をしておく。

○各グループごとに ○各グループ，２分以内の発表時間で行うことを伝え 15

発表を行う。 る。

○かき込むことができるスクリーンを用意し，児童に

記入しながら説明するように促す。

○発表内容について，形に関係があること，気が付い

たことを中心に行うように促す。

○コンピュータの操作は基本的に児童に行わせるが，

できない場合は教師が支援する。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。



(４)本時の展開(４／１２時間目)

ねらい 拡大図・縮図の性質について気付くことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 拡大図・縮図の性質を見付けよう

３

○拡大図・縮図の定義を確認した後，プリントを配付

すると共にスクリーンに画像を提示し，性質について

考えていくことを伝える。

○合同の学習を想起させ，「辺の長さ」「角の大きさ」

に着目することが重要となることをクラス全体で確認

しておく。

○拡大図・縮図の性 ○２倍の三角形，四角形，複合図形の拡大図を基に性 ○考 辺の長さ，角の大

質を調べる。 質を見付ける際，自力解決するための十分な時間を確 きさに着目し，拡大

保する。 図・縮図の性質につ

○見付けられた児童に対して，どのようなことに気付 12 いてまとめることが

いたり分かったりしたのか，自分の言葉で表現するよ できる。

うに促す。 (プリント・観察・発言)

○自力解決の時間をしばらくとった後，対応する辺の

長さや角の大きさに着目しているかどうかを再確認す

る。

○机間指導を行いながら，見付けることができていな

い児童に対し，辺の長さや角の大きさを測るように声

掛けをする。

○各グループで話し ○気付いたことや分かったことを，グループで話合い，

合う。 考えを共有し合う。 10

○グループでの話合いの様子を机間指導を行い，辺の

長さや角の大きさについて触れていない場合には声を

掛ける。

○発表者を決めておくことを伝え，グループでの話合

いをまとめておくことよう促す。

○各グループごとの ○各グループごとに発表し合い，クラス全体で考えを

発表を行う。 共有し合う。 12

○各グループ２分程度で行うよう指示する。

○他のグループと意見が同じでも，自分の言葉でしっ

かりと発表するよう促す。

○拡大図・縮図の性 ○発表時の，各班の相違点について確認する。

質を知る。 ○対応する辺の長さの比が等しい，対応する角の大き ５

さが等しいことを確認する。

○スクリーンに提示された画像に書き込みながら，視

覚的に理解を促す。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。



(５)本時の展開(５／１２時間目)

ねらい 拡大図・縮図を作図し，作図方法について順序立ててまとめることができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 拡大図をかいてみよう

５

○前時で用いた三角形ＡＢＣと三角形ＤＥＦを用い

て，学習した対応する辺の長さの比が等しい，対応す

る角の大きさが等しいことを再確認する。

○プリントに記入されている注意事項

①調べる辺や角の数は最小限とする

②できた人から他の方法も模索する

を確認する。

○三角形ＡＢＣを２ ○作図方法を考える時間を十分確保し，自力解決を促 ○考 自分が作図した際

倍にした拡大した三 す。 の方法についてまと

角形ＤＥＦをかく。 ○作図ができた児童に対しては，その方法について， 15 めることができる。

順序立てて分かりやすく説明できるようにしておくこ (プリント・観察・発言)

とを伝える。

○作図方法を文章に表すことができた児童に対して，

他の方法も考えるように促す。

○着目した辺や角を，「辺ＡＢと辺ＤＦ」「角Ｂと角 ○表 作図方法を順序立

Ｅ」のようにかくことを伝え，あわせてどのような順 てて表すことができ

でかいたのかを必ず記入することを徹底する。 る。 (プリント・観察)

○作図ができない児童に対して，辺ＢＣを最初にかく

ように声掛けをし，その後にどの辺や角に着目するか

教師と相談しながら作図を行わせるようにする。

○コンパスの跡は，絶対に消さないことを徹底する。

○三角形を作図した際に着目した辺や角について，「３

つの辺」「２つの辺と１つの角」「１つの辺と２つの

角」のどれであるかについて確認し，同じ考え方をし

た児童同士でグループ分けをする。

○上記以外の作図方法があった場合も同様にグループ

で分かれるようにする。

○作図方法について ○作図方法について，なぜその辺や角に着目したのか

追求する。 も合わせて考えるよう促す。 10

○グループごとに発表することを伝える。

○グループごとに発 ○それぞれの作図方法について，２人ずつくらい発表

表を行う。 する時間を確保する。 12

○作図する順序や注意した点，なぜその辺や角に着目

したのかを取り入れながら発表するよう促す。

○発表する際には，視覚的にも分かるように実物投影

機を用いる。

○発表後，教師側で着目した辺や角について再確認し

ながらまとめていく。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。

○次時で３つの作図方法で作図することを伝える。



(６)本時の展開(６／１２時間目)

ねらい 辺の長さや角の大きさに着目した作図方法を用いて，拡大図をかくことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 ３つの方法で拡大図をかいてみよう

３

○前時の学習を想起させ，対応する辺や角を３つ調べ

れば拡大図・縮図を作図することができることを確認

する。

○対応する辺の長さや角の大きさを予想してから作図

するよう促す。

○３つの方法で三角 ○アニメーション「同じ形をかいてみよう①」を提示 ○考 自分が考えた作図

形の拡大図をかく。 しながら，「３つの辺の比が等しい」「２つの辺の比 方法と比較しながら

と１つの角の大きさが等しい」「１つの辺の比と２つ 15 考えることができ

の角の大きさが等しい」の３つの相似条件に着目した る。

作図方法を理解させるようにする。 ○表 ３つの決定条件に

○机間指導を行いながら，辺をかく，角度を測るなど 即した作図方法で作

の一つ一つの作業を全員ができたことを確認しながら 図をすることができ

アニメーションを進めていく。 る。 (プリント)

○一つ一つの作業を，丁寧に，かつ正確に行うように

促す。

○練習問題を行い， ○それぞれの作図方法で作図をする際，対応する辺や

作図の習熟を図る。 角を最初に確認をしてから始めるよう促す。 10

○三角形の拡大図を作図することができない児童に対

しては，コンピュータを自分で操作し，確認しながら

行ってよいことを知らせる。その際，パソコン室が使

用できるようにしておく。

○三角形の拡大図を時間までに作図することができな

かった児童に対して，次の課題である四角形の作図を

始めるように声を掛ける。

○四角形の拡大図を ○四角形の拡大図を作図する際に，三角形の作図方法

かく。 と関連させて考えるよう促す。 ７

○三角形の拡大図を作図する際と同様，対応する辺や

角を最初に確認をしてから始めるよう促す。

○作図した順序や方法を，文章でも表現するように促

す。

○作図することができない児童に対しては，補助線を

引かせ，２つの三角形に分けて考えるよう支援する。

○四角形の拡大図の ○作図をすることができた児童を意図的指名し，発表

作図方法を確認す させることにより，クラス全体で作図方法の共通理解 ７

る。 を図る。

○他の方法でも作図をすることができないかを予想さ

せ，自力解決する意識をもたせるようにする。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。



(７)本時の展開(７／１２時間目)

ねらい １つの点を中心とした作図方法を用いて，拡大図をかくことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 他の方法で拡大図をかいてみよう

５

○前時までの作図方法で辺の長さや角の大きさに着目

したことを想起させた後，他にも作図方法がないかを

問いかける。

○児童が他の作図方法に気付くことができなかった際

には，プロジェクタの光源上に手をかざし，スクリー

ンに大きく映った手から，１つの点を中心とした作図

方法があることに気付かせたい。

○本時は，１つの点を中心とした作図を行うことを確

認する。

○点を取る場所をクラス全体で話合い，図形上でも他

の場所でもよいことを確認する。

○１つの点を中心と ○どこに点を取ってよいか迷っている児童に対して ○表 １つの点を中心と

した拡大図の作図方 は，頂点Ｂを中心とした拡大図をかくよう促す。 した作図方法で作図

法を考える。 ○作図をすることができた児童に対して，他の点から 10 をすることができ

も作図をすることができるか考えるよう声を掛けると る。 (プリント)

共に，作図をしてみるように促す。

○三角形の頂点以外の点は，点Ｏと表すことを知らせ

る。

○作図方法について ○グループになり，自分で考えた作図方法について発 ５

追求する。 表し，様々な作図方法があることを確認し合い，考え

を深めていく。

○作図方法について ○アニメーション「同じ形をかいてみよう②」を提示

確認する。 しながら，頂点Ｂを中心とした作図方法，それ以外の

点Ｏを中心とした作図方法についての作図を行う。 ８

○机間指導を行いながら，補助線を引く，コンパスを

用いて長さを取るなど全員が一つ一つの作業ができた

ことを確認しながらアニメーションを進めていく。

○グループでの話合いの際に，アニメーション以外の

作図方法が出てきた場合には取り上げ，頂点またはそ

れ以外の点を中心とした作図方法との共通化を図る。

○四角形の拡大図を ○四角形の拡大図を作図する際に，三角形の作図方法 ７

かく。 と同様に行えることに気付かせるようにする。

○○三角形ＡＢＣの ○拡大図の作図方法を想起させ，同じ方法で作図がで

の縮図，三角形 きることを気付くような声掛けをする。 ７

ＤＥＦをかく。 ○作図をすることができない児童に対して，辺の長さ

に着目させ，図形の中に作図することができることに

気付かせるようにする。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。

１

２



(８)本時の展開(８／１２時間目)

ねらい ○縮尺の意味とその表し方を理解することができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 実際の長さを求めよう

３

○プリントを配付すると共に，スクリーンに画像を提

示し，課題の意図をクラス全体で確認する。

○課題を解決する。 ○自力解決の時間を十分にとり，自由な考え方で課題

に取り組むよう促す。

○机間指導を行い，縮尺の関係に気付くことができな 10

い児童に対しては，１㎝が１００ｍを表していること

を意識させてから課題に取り組ませるようにする。

○課題を解決していく筋道を，自分の言葉で分かりや

すく書くように促す。

○分からない場合，近くの友だちと考え方について相

談をしてもよいことを伝える。

○発表する。 ○机間指導を行い，自分の考えをしっかりと表現して ５

いる児童を意図的に指名し，発表を促す。

○スクリーンにかき込みながら，視覚的に分かりやす

く発表するよう促す。

○縮尺の意味と表し ○課題の答え合わせを行った後，縮尺の意味の理解を ○知 縮尺の意味とその

方を理解する。 図る。 表し方について理解

12 している。

(観察・プリント)

○実際の長さを縮尺に表す際，単位に着目することを

確認する。

○単位変換を簡単に行うための手だてとして，表を用

いたり分数を用いたりする方法を紹介する。

○練習問題を行う。 ○「１：100000」となる問題を実際に解き，縮尺の表

し方が場面によって異なることに気付かせるようにす 10

る。

○「１：10000」「１：100000」以外の縮尺を提示し，

１㎝と実際の距離の関係について考えさせるようにす

る。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ５

るよう声掛けをする。

○縮尺には，３つの表し方，
「

」
「１:10000」

「

」
があることを伝え，それ

ぞれを関連付けながら確認していく。

10000

１

0 100 200 300ｍ



(９)本時の展開(９／１２時間目)

ねらい 縮尺を活用して，実際の長さを求めることができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 遠足で歩いた道のりを調べよう

５

○10／15に行われた遠足の距離を予想させ，課題に対

しての意欲をもたせるようにする。

○プリントを配付すると共に，スクリーンに地図を提

示し，地図と実際にある建物などを照らし合わせなが

ら，遠足で歩いた道程をクラス全体で確認する。

○遠足で歩いた道の ○前時に学習した縮尺の意味や表し方を想起させなが ○考 地図を用いて，縮

りを求める。 ら，この地図の縮尺を考えさせるようにする。 尺を活用することが

○児童から意見が出ない場合は，地図上に縮尺がある 20 できる。

ことを促す。 (観察・プリント)

○縮尺を用いて，１㎝あたりの実際の長さを求めるこ

とができた児童から，地図上の長さを測り始めること

を伝える。

○１㎝あたりの実際の長さを求めることができない児

童に対しては，個別指導を行い，前時の学習と照らし

合わせながら一緒に求めていく。

○どのような方法でも，どのような道具を使ってもよ

いことを伝える。

○周りと相談をしてもよいことを伝える。

○どのような方法で求めたのか，手順を自分の言葉で

分かりやすくまとめるように促す。

○グループで話し合 ○グループの友だちに，どのような方法で求めたのか

う。 をわかりやすく伝えるように促す。 ８

○グループごとに，道のりの長さを求めるように声を

掛ける。

○教師は各グループを周り，一人一人の考え方を確認

する。

○発表する。 ○コンパスで測る，定規を用いた，糸を使ったなどの

意見をクラス全体で確認し合えるように，意図的指名 ７

を行う。

○スクリーンにかき込みながら，視覚的に分かりやす

く発表するよう促す。

○各グループごとの道のりも発表させ，クラスとして

の解答を出す。

○１：20000の割合で縮めた地図を用いているので，

道のりの長さに誤差が出てくることを伝えると共に，

すべてのグループの解答を認める。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ５

るよう声掛けをする。



(10)本時の展開(１０／１２時間目)

ねらい 縮図を利用して測量をすることができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 校舎の実際の高さを求めよう

○プリントを配付すると共に，スクリーンに画像を提 ５

示し，学習課題の理解を図る。

○前時までの学習を想起させ，縮尺を用いると解くこ

とができることに気付かせるようにする。

○課題の図をものさし等で計測しても半端な値になる

ようにし，比の活用等では解くことができないものを

用意する。

○課題を解決する。 ○子どもたちが自由な発想で考えることができる時間

を確保する。

○どのように考えたのか，自分の言葉や式，図で表す 15

ように促す。

○解答欄からはみ出して縮図をかいた児童に対し，そ

れを認めると共に，欄の中に縮図を納めるためには縮

尺をどのくらいにすればよいのか再考し，もう一度縮

図をかいてみるように促す。

○どのようにして解けばよいのか分からない児童に対

して， もしくは の縮図をかいてみるよう

に促す。

○グループで話し合 ○どのような方法で求めたのか，手順を分かりやすく

う。 説明するように促す。 ５

○教師は各グループを周り，一人一人の考え方を確認

する。

○求め方を知る。 ○数名の児童を意図的指名し，発表後，クラス全体で ○考 縮図を利用して測

考え方を共有し合う。 ７ 量するよさに気付く

○スクリーンにかき込んだり，実物投影機を用いたり ことができる。

しながら，手順を分かりやすく説明することを意識さ (観察・プリント)

せていく。

○直接測ることができないものに対して，縮尺を用い

ると容易に求めることができることに気付くような説

明を心掛けながら，教師がまとめていく。

○練習問題を行う。 ○課題と類似した練習問題を提示し，縮尺を用いて解

くことのよさに気付かせたい。 10

○問題を解くことのできない児童に対して，課題と同

様に考えていけばよいことを伝えるとともに，縮尺，

作図方法を想起させながら，一緒に活動をする。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。

２００

１

３００

１



(11)本時の展開(１１／１２時間目)

ねらい 既習事項を活用して，自宅の部屋の縮図をかくことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器 ○ 色鉛筆

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 自宅の部屋を紹介しよう

○８時間目が終了した後，本時を行うことを伝えてお ５

き，自宅で自分が一番過ごしている部屋とその中にあ

るものの長さを測っておくことを伝えておく。

○教師の自宅の部屋の縮図を提示し，作図の仕方につ

いて確認する。

○縮尺をかく。 ○１畳(９０㎝×１８０㎝)を３㎝×６㎝とする。 ○考 実際の長さから，

○計測してきた長さがｍ単位か㎝単位かを確認し，話 縮尺を求めることが

合いの中で，㎝単位に変換してからかいた方が分かり 22 できる。

やすくなることに気付かせたい。 (観察・プリント)

○縮尺が になることを計算から求めさせ，クラス ○表 部屋の縮図を正確

全体で統一を図る。 にかくことができ

○家で調べてきた部屋の長さを，縮尺を用いて計算し る。 (プリント)

た後，縮図をかき始めるように促す。

○実際の長さを，提示された縮図のようにかき入れて

いくことを伝える。

○短い時間で縮図をかかなければならないので，家具

等は，長方形や正方形，円などで簡略化するように促

す。

○早くできた児童に対しては，色塗りをしてもよいこ

とを伝える。

○縮図を完成することができなかった場合でも，どの

ような点に注意をして作図したのか，必ず文章として

表すように促す。

○グループ内で発表 ○自分のかいた縮図を，友だちに伝えられるように意

する。 識しながら発表するように促す。 ５

○グループの代表一人がクラス全体で発表することを

伝え，誰が代表になるかも決めさせておく。

○発表する。 ○実物投影機を用いて，縮図を提示しながら発表する 10

ようにする。

○発表者の縮図と自分のものとを，正確さ，家具等の

表し方，実際の長さの記入方法等の観点から比較する

よう促す。

○グループの代表に発表させ，どのような点に注意し

て作図をしたことがよかったのか確認し合う。

○本時のまとめを行う。 ○本時の学習で，考えたことや分かったことをまとめ ３

るよう声掛けをする。

３０

１



(12)本時の展開(１２／１２時間目)

ねらい 既習事項を活用して，世界の国々の国旗をかくことができる。

準 備 教師 … ○ プリント ○ コンピュータ ○ 実物投影機 ○ プロジェクタ

児童 … ○ 三角定規 ○ コンパス ○ 分度器 ○ 色鉛筆

学習活動 支援及び留意点
時

評価項目(評価方法)
間

○本時の学習課題を

つかむ。 世界の国旗をかこう

５

○総合的な学習の時間の単元「世界の国々を知ろう」

において，児童一人一人の現在調べている世界の国を

前もって確認しておき，その国の縦３㎝に縮小した国

旗を用意しておく。

○プリントに記載されている注意事項

・国旗の左上を点Ａに合わせる。

・国旗の縦の長さを９㎝とする。

・色塗りは丁寧にする。

を確認してから，活動を始めるようにする。

○国旗をかく。 ○今までの学習を想起させ，縦９㎝にするためには， ○考 縦横比を考えなが

何倍の拡大図にすればよいのかを一人一人に考えさせ ら作図をすることが

た後，クラス全体で３倍の拡大図になることを確認す 15 できる。 (観察)

る。 ○表 国旗を正確にかく

○机間指導を行い，どのように進めていけばよいのか ことができる。

迷っている児童に対しては，縮尺から求めた実際の横 (プリント)

の長さ，模様の長さや角度等を元図にかき入れてから

始めると分かりやすくなることを伝える。

○長さを求めることができない児童に対しては，教師

が一緒に計算を行い，それを基にしてかくように促す。

○時間内で作図が終わらなかった児童に対して，色塗

りができなくてもよいことを伝える。

○どのような点に注意をしてかいたのか，文章として

必ず書き表すことを徹底する。

○グループ内で発表 ○自分のかいた拡大図を，どのような点に注意したの

する。 かを必ず発表の中に取り入れるように促す。 ５

○グループの代表一人がクラス全体で発表することを

伝え，代表も決めさせておく。

○発表する。 ○発表者の拡大図と自分のものとを，正確さや工夫し 10

た点などの観点から比較するよう促す。

○クラス全体で，どのようなことに注意して作図をす

るのがよいのか，確認し合う。

○比較をする。 本単元の学習を始める前に児童一人一人がかいた自分

の国旗の拡大図と比較する活動を取り入れ，拡大図・ ７

縮図を学習したよさについて振り返ることができるよ

うにする。

○本単元のまとめを ○本単元の学習で，考えたことや分かったことをまと ５

行う。 めるよう声掛けをする。


